
長野中学校だより 平成２６年１２月９日（火）発行

生徒数５１０名

風は未来を １２月号
「前向きに実践できる、みんなが元気な長野中」

インフルエンザはカゼじゃない！
全国的にインフルエンザが流行しています。本校でも１年４組が、

インフルエンザと発熱による欠席者が３分の１に達したため１２月
１０日から３日間の学級閉鎖としました。
インフルエンザは、インフルエンザウィルスに感染することによ

って起こる病気で、 38 ℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛等全身
の症状が突然現れます。小児や高齢の方、免疫力の低下している方
では重症になることがあります。また、インフルエンザは流行性が
あり、いったん流行が始まると、短期間に多くの人へ感染が拡がり
ます。
インフルエンザと診断されたら、学校保健安全法第 19 条に基づき欠席扱いではなく「出

席停止」となります。
平成 24 年度より出席停止基準が変更され、インフルエンザの場合は「発症した後５日

を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで」（下図参照）となりました。普通のカ
ゼは、熱が下がり体調が改善したら登校できますが、インフルエンザは熱が下がっても
登校してはいけない期間が続きます。それは、他の人に感染させないためです。
※どんなに早く熱が下がったとしても、最低、発症した後５日は出席停止となります。

今後のインフルエンザの状況によっては、１年４組以外でも、短縮授業や学級閉鎖等
の措置をとることがあります。緊急の場合は学校メールで連絡することがありますので、
今後の配信にはご注意ください。

日本教育新聞社に本校の「小中連携教育」について
紹介されました（12月8日）

11 月 12 日(水)、本校で小中連携教育の研究発表会が行われ、日本教育新聞社の取材を
受けました。
本校の小中連携教育は、全国的に注目されています。


